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［弁証法とは］ 

『弁証法』は、森羅万象を「内部矛盾の展開」と見る古代ギリシャ以来の哲学です。 

弁証法は、「絶対矛盾の自己同一」・「自己同一の絶対矛盾」と要約されます。 

なぜ、対立２者の統一が可能なのか？ 

 

 

 



 

［答え］ 

第３者・媒介項が存在するからです。対立２者は、『媒介項を通じて相互に作用』、  

さらに、２者それぞれが媒介項となることにより「矛盾」を展開させます。 

その展開の・・・完全な姿・・・は、『ヘーゲル論理学』の到達点・概念論で、次のように

要約されます。 

第一格 『個』・『特殊』・『普遍』 

第二格 『普遍』・『個』・『特殊』 

第三格 『特殊』・『普遍』・『個』 

この表現の中には、別の弁証法表現『即自・対自・即かつ対自』が潜んでいます。 

 

［弁証法解析とは］ 

『弁証法解析』は、弁証法の近代化・アルゴリズム化で、筆者が提唱、 

工学技法としての確立を意図しています。 

いわば、弁証法の「ε・δ論法」判です。 

「限りなく近づく」が、「ε・δ論法」により初めて科学となったことを想起して下さい。 

『弁証法解析』は、理学・工学に潜む広大な未知領域に光を当て、 

深部の真理を照らしだします。 

 

 

『弁証法』 30秒入門 

次のような問答は、『弁証法』のエッセンスを含んでいます。 

Q. 「1 + 1 = 2」ですか？ 

A.  「その通り。」 

R. Q. 1は、１つの数ですか？ 

A. 「その通り。」 

Q. + 1 の 1 は、１つの数ですか？ 

A. 「その通り。」 

Q. 2は、１つの数ですか？ 

A. 「その通り。」 

Q. １つの数と一つの数を足して、１つの数になるのですか？ 

A. 「その通り。」 

Q. １つの数と一つの数を足して、１つの数になるコトを、数式で表わして下さい。 

  1 + 1 = ？は、どうなりますか？ 

A. 「1 + 1 = 1」 ・・・・・ !!!!! 

 



 

「絶対矛盾の自己同一」・「自己同一の絶対矛盾」構造は、この世の至る所に 

顕れます。以下、若干の例を示します。 

 

トリッキーな「クラインの壺」も、弁証法的構造物と見なすことができます。 

「クラインの壺」は、内外を分かつ１つの球体にも見えますが、 

実体は、内外の区別のない単なる『面』です。 

さらに、その『面』たるや、局所的には裏表を決められますが、 

大局的には裏表を決めることができない奇妙な存在なのです。 

局所的『裏・表』は、大局に移行するにつれて、『表・裏』へと逆転します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「直角三角形１つ」と「和・実数計算」に限定される『ピタゴラスの定理』は、 

「直角三角形２つ」と「加減・複素数計算」へと、限界を超え、さらに、 

「直角」をも超えて、「中線定理」としての姿を顕わします。 

中線定理は、その極限において、実数直線上においても成立することが、 

示されます。 

「ピタゴラスの定理」からは、「中線定理」が導かれ、逆に、 

「中線定理」からは、「ピタゴラスの定理」が導かれます。 

 
「ピタゴラスの定理」を矛盾の展開と観る方法は、上記の他にも、数多くが存在します。 

 

『Hegel 論理学』の到達点、「概念論」の例は、至るところに遍在します。 

際立った例としては、近年 Chaos 理論で再注目を浴びた「Sharkovsky の順序」が 

あります。 

 

ゼロを加えた全自然数列のうち、最初の３者 0, 1, 2 が初めて、 

回転可能なループを形成、さらに、『周期』概念を生じます。 

もっとも実現容易な周期は１であり、もっとも困難な周期は３であるとされます。 

その特異な順序は、困難な方から、３を先頭に全奇数が並び、 

次いで、「倍・倍・倍 ・・・・・」 偶数列が並び、 



最後に、無限大の領域から、「半・半・半 ・・・・・」と下降、純偶数が続き、 

最後に「２のゼロ乗」としての １ に至ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その「Sharkovsky の順序」を生成するループのうち、もっとも単純で、 

もっとも美しい「ロジスティック写像」は、下図のような弁証法的構造をしています。 

良く知られた２次関数による「放物線」で構成されますが、その振る舞いは、 

すでに、domain ⇒ codomain という『関数』を超えています。 

「ロジスティック写像」では、「domain は codomain になり、codomain は domain」とな

る振動を繰り返します。 

さらに、「媒介者λ」の存在により、多彩な Chaos 世界を演出します。 

「Chaos の縁」という語は、Chaos と「弁証法」との深い関わりを示しています。 



 

 

 

「１者が、いかにして、多者となるか」は、Hegel 論理学が強い関心を持つ点です。 

「１者が、２者になる瞬間」の姿を、Chaos の入門書において、詳細に観ることが 

できます。その光景は、壮大なドラマといえましょう。 

「弁証法」は自然を雄弁に語り、「自然」は弁証法を雄弁に語ります。 

 



 

 

 
 

 

「弁証法解析」の威力は、人類智永遠の課題「円周率」研究においても、 

有効であろうと考えます。 

次図、下段に観るように、対立物を「ガウス関数」vs「10 倍演算」と捉える限り、 

π= 3.14159 ・・・・・と無限に続き記憶困難な混沌たる『数列』に迷い込みます。  

 

すでに、関係者には周知のように、「連分数」 ・・・ それも、「非正規連分数」 ・・・  

全分子側が 1 ではない、連分数の視点 ・・・ を取ると、そのグループの中に、 

図のように整然と規則性のあるものが顕れてきます。 



 

その対立構造式は、図の中央、プラトンとアリストテレスの足下に表示しました。 

その対立構造は、「拡張ガウス関数」 vs 「逆数の整数倍 (拡張逆数) 」であると、 

要約されます。 

実際に、式を導き出してみて下さい。楽しい作業になります。 

 

 

 

 

下図は、近未来において、実現が予想されている「量子コンピュータ」に 

おいて、驚異的性能を発揮する Shor (素因数分解) と Grover (検索) の 

アルゴリズムにおける対立構造です。 

 

以上の観点から、「弁証法・解析」は、古代ギリシャの哲学を継承すると同時に、 

来たるべき２２世紀の科学・技術・哲学とも関連を持つものと夢想しています。 

若い方々が、参加されることを希望します。 
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